




















  成 　 元 哲
  牛 島 佳 代




　2020 年 1 月の第 8回調査においては、「東日本大震災・福島原発事故か
ら、まもなく 9年になります。今の心境を率直にお書きください」という
自由回答欄のリード文に、回答総数 715 名のうち、374 名が自由記述を記





























第 1回調査 2,628 1,203 45.8% 252,047 209.5
第 2 回調査 1,606 718 44.7% 153,938 214.4
第 3 回調査 1,209 746 61.7% 151,677 203.3
第 4 回調査 1,021 612 59.9% 117,171 191.5
第 5 回調査 912 549 60.2% 100,690 183.4
第 6 回調査 832 451 54.2% 82,812 183.6
第 7 回調査 809 442 54.6% 85,032 192.4















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1人 1 人が、この特別な土地で、1日 1 日を生きる…忘れがちです。私





























































































































































































































































ある。2013 年、2016 年、2020 年の大きな変化を捉えるために、自由回答
数を示している。括弧内はすべての自由回答数に対する割合である（2020
年 4 月 20 日時点）。
調査年 2013 年 2016 年 2020 年
回答数 1202 612 374
1　生活拠点 632（52.6） 294（48） 85（22.7）
（1）避難関係 352（29.3） 99（16.2） 40（10.7）
ア 避難継続中 61（5.1） 30（4.9） 10（2.7）
イ 避難したが戻ってきた 50（4.2） 10（1.6） 10（2.7）
ウ 避難したいができない 149（12.4） 22（3.6） 4（1.1）
エ 避難しない 68（5.7） 35（5.7） 12（3.2）
オ その他 24（2.0） 2（0.3） 4（1.1）
50 （ 50 ）
調査年 2013 年 2016 年 2020 年
（2）保養関係 57（4.7） 36（5.9） 15（4.0）
ア 保養プログラムの拡充を望む 29（2.4） 17（2.8） 4（1.1）
イ 保養に満足した 5（0.4） 8（1.3） 2（0.5）
ウ その他 23（1.9） 11（1.8） 9（2.4）
（3）除染関係 223（18.6） 159（26） 30（8.0）
ア 除染にある程度満足している 9（0.7） 23（3.8） 10（2.7）
イ（実施の有無にかかわらず）除染に不
満がある、除染の効果に疑問がある 119（9.9） 92（15） 5（1.3）
ウ 除染を望む 66（5.5） 9（1.5） 1（0.3）
エ その他 29（2.4） 35（5.7） 14（3.7）
2　食生活 155（12.9） 75（12.3） 34（9.1）
（1） 地元産の食材や水道水はできるだけ
使わない 78（6.5） 28（4.6） 8（2.1）
（2） 地元産の食材や水道水を使わざるを
得ない、使っている 16（1.3） 27（4.4） 13（3.5）
（3）学校（保育園）給食に対する不満 18（1.5） 9（1.5） 3（0.8）
（4）その他 43（3.6） 11（1.8） 10（2.7）
3　家計負担増加 178（14.8） 40（6.5） 10（2.7）
（1）他県産の食材・水の購入費用 57（4.7） 8（1.3） 2（0.5）
（2）外遊びの代わり 58（4.8） 9（1.5） 0（0）
（3）その他 63（5.2） 23（3.8） 8（2.1）
4　子育て 550（45.8） 156（25.5） 39（10.4）
（1）放射能対応（行動） 415（34.5） 89（14.5） 19（5.1）
（2）放射能対応 111（9.2） 58（9.5） 19（5.1）
ア 子どもの検査 101（8.4） 43（7.0） 14（3.7）
イ 積算計（ガラスバッジ） 10（0.8） 15（2.5） 5（1.3）
（3）母親の妊娠、出産 24（2.0） 9（1.5） 1（0.3）
5　人間関係 198（16.5） 74（12.1） 39（10.4）
（1）家族・近所・知人 101（8.4） 29（4.7） 6（1.6）
（2）外部（いじめ・差別） 97（8.1） 45（7.4） 33（8.8）
6　情報 187（15.6） 96（15.7） 46（12.3）
（1）情報不信 114（9.5） 51（8.3） 4（1.1）
（2）風評（土地・食べ物） 17（1.4） 23（3.8） 23（6.1）
（3）その他 56（4.7） 22（3.6） 19（5.1）
7　風化 34（2.8） 173（28.3） 114（30.5）
8　賠償・補償 190（15.8） 113（18.5） 47（12.6）
原発事故 10 年目の春、福島の母たちの声：2020 年調査の自由回答
欄にみる福島県中通り親子の生活と健康（成・牛島・松谷）
51 （ 51 ）
調査年 2013 年 2016 年 2020 年
9　行政・東電・その他への不満・要望・意見 329（27.4） 133（21.7） 36（9.6）
（1）行政 177（14.7） 72（11.8） 14（3.7）
（2）東電 61（5.1） 18（2.9） 3（0.8）
（3）その他または対象不明 70（5.8） 16（2.6） 9（2.4）
（4）原発の是非 21（1.7） 27（4.4） 10（2.7）
10　健康 541（45.0） 191（31.2） 106（28.3）
（1）子ども 453（37.7） 161（26.3） 80（21.4）
ア 身体影響 304（25.3） 140（22.9） 63（16.8）
イ 精神影響 85（7.1） 12（2.0） 11（2.9）
ウ 発達（体力・機能） 64（5.3） 9（1.5） 6（1.6）
（2）親 88（7.3） 30（4.9） 26（7.0）
ア 身体影響 31（2.6） 21（3.4） 6（1.6）
イ 精神影響 57（4.7） 9（1.5） 20（5.3）
11　事故後の思い 70（5.8） 64（10.5） 110（29.4）
（1）復興への思い 40（3.3） 31（5.1） 37（9.9）
（2）子どもたちへの思い 16（1.3） 13（2.1） 34（9.1）
ア 子ども達へ伝えていきたい 6（0.5） 9（1.5） 16（4.3）
イ 子ども達への要望 10（0.8） 4（0.7） 18（4.8）






　事故から 5年後の 2016 年に目立った声は、除染作業をめぐる意見であ
る。また、2016 年には、風化に関する意見が増え、9年経った 2020 年も
多くなっている。2013 年から 2020 年を通して、いちばん多いのは子ども
の健康不安である。身体的な影響、精神的な影響、外遊びさせて来なかっ
たことによる成長・発達の遅れを不安に思う声は続いている。
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2008 年度出生児の全員は 6191 名。
3  成元哲・牛島佳代・松谷満 , 2014,「1,200 Fukushima Mothers Speak：アンケー
ト調査の自由回答にみる福島県中通りの親子の生活と健康」,『中京大学現代社
会学部紀要』8(1)：91-194 を参照。
4  成元哲・牛島佳代・松谷満 , 2018,「福島原発事故から「新しい日常」への道のり：
2016 年調査の自由回答欄にみる福島県中通りの親子の生活と健康」,『中京大学
現代社会学部紀要』
60 （ 60 ）
